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アクティブセンサとしてのライダ計測
竹内延夫(cE ReS)
り干
- トセンシング計測で使用されるセンサはほとんどが電磁 波を測定物理量として用いており､
その種nlま測定原理(光電子､ 半導体､ 熟作用 . 魚篭効果､ なE). 使用される波長帯何 親 ･近赤
外 ､ 熟赤外. マイクE]勅 . プラットフォ ー ム の位置(地上 ､./くル
ー ン. 航空機､ ロケti･ト､ 衛星). 振像
される画像の 次元 臥 2次元画像取得法(機械的掃引と電子的掃引)･.などによっていろいろの 種
矧こ分類される｡ それらの 分類法の 一 つ に光源を内蔵しているか ､ あるい は自然光源(太陽や地
表面物体からの 熟放射) を使用するか によっ てアクティブ ･ /(シブに分けられる｡ 通常の 太陽光の
反射韓度を沖J定するセンサは′iシブである｡ それ に対して ､ 光源を自前でもっ ているセンサをア
クティブセンサと呼ぶ ｡ これにはマ イクロ 波領域の レ ー ダ ー (共闘ロ ､ 合成開口)と可掛 近赤外領
域のライダ ー が代表的なセンサである｡ 可8L.近赤外領域のアクティブセンサに は空間分解能が
得られるライダ方式と放置された光路の コラム平均畳を得る長光路方式がある. 長光路方式は光
路の 平均呈しか 求められないが ､ 光路を長く取れるので ､ 微量の気体の検出に適した方式である｡
この 場合に は2波長 の レ ー ザ ー を使用して吸収係数の 相違中ら濃度を求める方法と､ 連続波長
光源を使用して スペクトルの マ ッチングから濃度を得る方法がある｡ 後者は D O A S(diffe r ential
opticalab8 Orption 印 eetm 8C Opy)涛も簡便方法としてよく用いられる｡
空間分布が得られる方法がライダ ー である｡ これに つ いて は1. 以下で述べ る｡
1
. はじめに
ライダ ー (= da r)[1- 4]は レ ー ザ ー レ ー ダ ー (laser
r adar) とも言われ ､ l ight detectio n a nd r a nging
の頭文字を取 っ たもの である｡ 名前の 由衰から して
分かるよう[=光を大気(広軌こは媒質) 中に送出 し､
その 戻 っ て くる光を検出して 対象物体の 情報や甲
離を得る手法や装置を指す｡ マ イク E]波領域 の レ ー
ダ ー (radar)と共にも っ とも典型的なリ モ - トセ ン
サで ある｡ 光源と し■て は専ら指向性が 良く単色 に近
いL, - ザ 一 光 が使 用 され る ｡ 本 来 ､ し - ダ ー
(r adiQ Wa Veldete ction a nd rangi.
ng) と 同 じく測距
も含まれる筈で あるが . 歴史的に レ ー ザ ー 測距は
Las er r a n?1
'
ngと呼 ばれ .
-
ライダ ー は(測距を含める
羊ともあるが . 通常は) 媒質中の測定対象(また は物
理王)の 空間 プロ･ フ ァ イ ル の 測定だけを指す様にな
つ た ｡
ラ
■
ィダ ー の特徴は レ ー ダ ー と比赦すると分かりや
すい■:
1)指向性が良い ので小さい 対象を測定できる､
L2)幅の 狭 い ′(ル ス を使用 して 良し､空間分解能 で測
定できる. ■
3)波長が短 い の で日に見えな い 浮遊粒子 の 測定が
可能である .
以上は長所であるが､ 短所と して は
4) 大気中の減衰が大きいの で 到達距 離が短い ､
5) 大気中の 減衰率が小さ い 光の領域く大 気の 窓) で
測 定が可能で ある､
( ライダ ー の歴史)
ライダ ー の 歴 史は古く , レ ー ザ ー が発明される以
前(1g 5 8) か らJiルス 動作のサ ー チ ライ トを用い て､
Fried la nd らが大気の混濁度が測 定され て い た[5]｡
し た が っ て レ ー ザ ー の 発 明 され るや . 飛粕休 の
tra ck
.
ing に利用されて い る｡ ライ ダ - に関する主な
年譜を掲げると
･ 1 9 60年 ル ビ ー レ ー ザ ー の 発明 ｡
･ 1961年Stitchら(Hu首he s)〔6]がル ビ ー レ ー ザ ー を
光源と して 飛紺体を観5EIJ
L
(CO LID A R)｡
I 1963年 Smu = n と Fi｡ c c oが高層(60- 1 0kn) の大
気の混濁をル ビ ー レ ー ザ ー を光源と して 測定〔7]｡
I' Ligda(SFu が境界層内の エ ア ロ ゾル を測
定[8]｡
･ 1964年 Schot la nd がD 川L浅を提案 し､ ル ビ ー レ
ー ザ ー を用 い て水蒸気の 測定を行う[9]｡
1 196 7年Leon ard(A V C O) がo2. N2で ラマ ン ライ ダ ー
を提案し､ 実測を行うい0】｡
･ 1969年8o wman らが蛍光ライダ⊥ を提案[11]｡
･ 1970 年Huffake rが Dop p】er 効果を利用して風速
を求める原理を提案【12]｡
遵緒克: 〒2?3千葉市稲毛区弥生 町 卜33千葉大学 環境リモ ー トセ ン シ ング研究セ ンタ ー
T E L: 043-2901 38491 F AX=･043 - 290138 57･ e - n ai一 =take u ch i@r si' c･ c r. ch;ba - u a c. jp
1 94 -
